ポンプ点検補修後の試運転・引取り
ポンプ点検補修後の引取りは、設備管理部署と補修の状況を確認し、性能テストで異常のないことを確認する。
試運転直後は、初期トラブルの発生が懸念されるため起動10～30分後のパトロール点検が望ましい。
①ポンプ
・熱油ポンプでは、冷却油を張り込み漏れテストをすることもある。
・ターニングで異常の無いことを確認する。
・試運転で以下の事項を確認する。
電流が正常値で安定していること。
吐出圧力が規定値まで上がり切っていること。
正常運転においてポンプ、配管等に漏れ、異常な音、振動がないこと。



























